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１

平成 17年 度滋賀県障害者ケアマネジメント従事者研修実施要項

2 嚢
軽垂篠は落賀県 とし、事業の

一部を社会福祉法人滋賀県社会福祉事業国に委話 して

実施す る。

3 開 催概要

(1告
!1轟眸腎鼈表」のとお りとし、講義を 3障 害合同で、演習については障害部門別で

実施す る。

にび演習を3障 害合同で行 う。

営啓嘉認害是宮権基暫詔ぞ予垂握縁穆垢窒経
隻区分認定調査員研修については、_今年度別

途開催予定)

※但 し、講師の都合によリー部 日程等を変更する場合があると

4 受 講定員
(1≧

義磐蟹係、原則 として、身体障害部門、知的障害部Pl及び精神障害部P弓それぞれ

40名 合計 120名 とす る。

|:1篭轡富橿官雰曇墨製窒豊多骸象修
する。

1 8 0 名

5障
魯署暑轡チ唇霜豪峯る異をだムX牟鑑塾言亀塁亀瞥衡皇姦罷繁魯暑こず及梼釜藻済↓、

ずれ も満たす者 とする。

(1る

ラ
榛

壇骨各蔭響磐境轟P整 雅 .教育業務に従事する者または近 く従事する予定の

ある者。
イ 本 研修の日程の全てについて受講が可能な者。②
鴨軽鱗た額韮龍鶴艶ノ報謡離繋盤彊鏑ては、精神保健センターおよびその他の機

器により得た知識を含む)

イ 本 研修の日程の全てについて受話が可能な者

(2皇
義署摺仔ヶァゃネジメント手法を用いて次のぃずれかの業務を行つている者で、

魯醤昌猛そ替穆岳3岳 肇ま替災早言|は
県で実方伍

|れ

た障害者ケアマネ

ィ

メン ト従事

① 3障害相談支援事業従事者 (各障害者生活支援センターにおいて相談業務に従事
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する者)
②県が設置する保健所、福祉事務所等における相談業務従事者

目霜製望経鑑↓、揮措舗肇嚢罫醤経縁皇纂啓寵警笹零衰る者
(3)障 害程度区分認定調査員プレ研修

障害者 自立支援法における認定調査員として活動する予定で、市町をつ うじての申

し込みのあつた者。

6 費 用
本研修会にかかるテキス ト代および資料代 (受講料)は 受講者の負担とする。

7 受 講申し込み
基礎研修または上級研修の受講を希望する者は、滋賀県社会福社事業団企画事業部あ

て、障害程度区分認定調査員プレ研修の受講を希望する者は市町あて郵送で申し込むも

のとする。

8 受 講者の決定
           と 者の中から、現在従事する業務の内容 (障害受講者の決定は、受講申し込みがあ?ブ

者ケア・マネジメントとの関わり等)お よび地域パランス等を勘案 して決定する。

9 修 了証書
基礎研修および上級研修を修了した者には、修了証書を授与する。
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平成17年 度滋賀県障害者ケアマネジメント従事者研修受講者募集要項

研修日程 ・研修場所および研修内容

(1苫
撮 嘩督鼈裏Jの とおりとし、講義を3障害合同で、演習については障害部門別で

実施 します。

び演習を3障 害合同で行います。

1魯畳書暑暑急些景暑髯:暑暑雷観岳極楢害
霊直ti告 郭市の都合によリー部日程等を変更させていただくことがあります。

2遷
馴 摘 諮 観 点 端 鞄 靭 覇 潔魯君tず及梼釜需和、

ずれも満たす者とします。'(1る

勇
棒
壇骨条雀響彗暇亮P整盤.勢育韮務に従事する者もしくは近く年事する予定

ィ 象 晶あの 日程の全てについて受講が可能な者

②壕
骨晶景魯島猪櫓母母螢二暑言岳宮骨

署僚謹亀程茎騒震程書率管署孔亘蓬島嬬騒
〕他の機関が実施 している精神保健福祉に関

ィす桑季穆研瞥亀秀茎培た地侵宅聖肇ネ魯軽と者

てヽ次のいずれかの業務を行つている者で、

宅施された障害者ケアマネジメン ト従事者 !

たヽだきます。

① 3障 害相談支援事業従事者 (各障害者生活支援センターにおいて相談業務に従事

8岳]暑官魯景得暑猛督暑旨暑格岳昌垣罷盤曾母腎景暑轡
事者

(3こ磐署管霊髪鍵強罷詔需暑窯慈等蜜員として活動する予定で、市町をつうじて申し
込みのあつた者 とします。

39暑
尋暑ャR密磐キ警幣に?轟蓄負垂塞寵品喜皇留獲督書皇跳主揺預窒患子蓼品r混島
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4 霊
轟寄曇署君革養電、「2

ついて平成 17年 12月 27

なお、受講決定者には 「2

場合があります。

日乗責弄瞥キ託露辱旨喜香雪を3岳魯疹畳法邑岳魯魯8看受講要件Jに 定める資格等

義の理解を助ける資料と■=4の 書籍の購入を推奨します。

「新版  障 害者ケアマネジメン ト実施マニユアル [身体障害 '

販売価格 :2 , 5 0 0円(税込)

r第4版  障 害者ケアマネジヤー養成テキス ト [身体障害編]

販売価格 :3 , 5 0 0円(税込)

[知的障害部門]
「新版 障 害者ケアマネジメント実施マニュアル [身体障害 ・知的障害共通編]」 (中央法規出版)

販売価格 :2 , 5 0 0円(税込)

「第3版 障 害者ケアマネジャー養成テキスト[知的障害編]J(中 央法規出版)

販克価格:3,500円(税込)

[精神障害音T)去ィドラインに基づく精神障害雷終悪遷讐墨桑窪基選群イ((財 )全 [

販売価格 :3,000円

テキストは各自で購入いただければ結構ですが、基礎講義受講者に対して、平成 18

年 1月 17日 (火)の み研修会場での販売も予定しておりますので、瞳△量角選埜地透

Aヽ淀墓賀会賞痩虫ョュまうす蚤占謗むきじゼ臣是説とこ』⊆」Oυttuらど運LSこ必3運≧出Cs申、

※上記の販売価格は共同購入される際の価格であり、一般の書店等における販売価格

柔晶穆品tこ窪準品に講師作球の資料に基づき進めますが、

・
は異 なることがあります。

6 霊墨料
 暑醤密陛区景蓋魯魯轡魯ナケ魯修【

基礎講義受講者 に対 し、講

知的障害共通編]J(中 央法規出版)

J(中 央法規出版)

日 (火)会 場受付にて徴収 します。

日 (火)会 場受付にて徴収 します。

無料

7 蟹
軽講忌または上級研修を修了した者には、修了証書を授与 します。

8 問 い合わせ先

①滋賀県社会福祉事業団企画
言蕃聖 13サ ング リエール甲西 1階

〒52 0 - 3 2 1 6  湖南市若竹町 を

TEL  0748-75-8615

F A X  0 7 4 8 - 7 5 - 8 8 6 8   担当 中 村

○滋賀県健康福祉部障害者 自立支援課

大津市京町四丁 目1-1

TEL  077-528-3543
FAX 077-528-4853  担 当 小 森、田中
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(別添様ギ発と1 7年 度滋賀県障害者ケアマネジメント従事者研修受講申込書

標記の研修を受講 したいので申し込みまする

(ふりがな)

,ユ 申 込者氏名 i

2 所 属 :     __          職 名 :

(所在地):

鯖 語 号):_

3 連 絡先 (住所): 〒    __王
懲宅 騨鴻の押吟

(自宅 ・職場)

(電話番号)二 (FAX):

4 受 講を希望する研修
①基礎研修 (ア.身体障害部門  イ .知的障害部門  ウ .精神障害部門)

②上級研修

③障害程度区分認定調査員プレ研修

※基礎研修を申し込む場合は、希望する部門に①印を付けてください。

5 現 在従事している仕事の内容 :    ※ 具体的にお書きください

6 職 歴 (受講要件に関す 3もの)

(翻用溝0む誦序) 職務の内容 ,勤務先等

7 保 有する資格 :

研修会場でのテキス ト購入希望の有無         ′
・新版 障 害者ケアマネジメント実施マニュアル [身体障害 ・知的障害共通編]
・第4版 障 害者ケアマネジャー養成アキスト[身体障害編]
・第3版 障 害者ケアマネジャー養成テキスト[知的障害編]
・改訂新版 ケ アガイドラインに基づく精神障害者ケアマネジメントの進め方

征
小
鉦
小
無
小
無
小

有

有

有

有

9 ′トンディキャップ対応の要否: ( 要 ・ 否 ) 要 の場合は裏面に記入願います

(注)各 欄に記入または①印を付けて ください。
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(裏面)

ハンデイキヤツプ対応等調査票i

受講にあたらて、次の項目を希望 される場合に記入 し

てください。

希望項 目 (該当するものに①印を付 けてください)

手話通訳

要約筆記

ループ (補聴器)

車イス対応 (駐車場、机 等 )

電動車イス対応 (駐車場、机 等 )


